
　　

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所市民係

「わたしと年金」エッセイ募集中

国民年金の付加年金をご存知ですか？

　家族などの身近な人と公的年金制度との関わりについて、
「わたしと年金」をテーマにしたエッセイを募集します。
募集内容　公的年金の大切さ、公的年金との関わり、または社
会保障としての公的年金の意義などに関するエピソードを盛り
込んだエッセイ
応募資格　中学生以上の人
応募要領　
 ・  郵送または電子メールで、日本年金機構「わたしと年金」担当
　宛てに提出してください。
 ・  日本語で1,000～2,000文字とし、400字詰め原稿用紙の場     
  合、３枚から５枚、word文書形式による場合は、原稿横書き
   （Ａ４版、40字×35行）としてください。
 ・  氏名、ふりがな、年齢、性別、住所、電話番号、職業または所属  
   （会社名、学校名など）を明記してください。
 ・  内容は未発表のものに限ります。
応募期限　９月30日（金）　※当日消印有効
※電子メールによる提出は、当日午後６時まで
問い合わせ・提出先
　〒１６８‐８５０５　東京都杉並区高井戸西３‐５‐２４
　 日本年金機構サービス推進部サービス推進グループ
　「わたしと年金」担当　☎03（5344）1100
　メールアドレス　watashito-nenkin＠nenkin.go.jp

表　彰　最優秀賞　１人、優秀賞　２人、入選　若干名
発　表　日本年金機構ホームページに掲載します。また、優秀
作品は全文を掲載します（11月下旬予定）。その他、日本年金機
構が発行する刊行物への掲載を行う予定です。
その他　入賞作の著作権は日本年金機構に帰属しますが、内容
は本人の責任とします。また、応募作品は返却しません。

　定額の保険料と付加保険料を合わせて納めた人に、老齢基礎
年金に上乗せして受給することができる年金です。
付加保険料（月額400円）を納付することができる人は？
　第1号被保険者（65歳以降の任意加入被保険者を除く）だけ
が加入し納めることができます。ただし、保険料の免除を受けて
いる人や国民年金基金の加入者は納めることができません。
※ 付加保険料は納付期限（翌月末日）までに必ず納めてくださ
い。
※農業者年金の被保険者は必ず納めなければなりません。
年金額は？
　付加年金の年金額は次の式により計算され、老齢基礎年金に
上乗せして支給されます。
　年金額＝200円×付加保険料を納付した月数
※付加保険料の年金額は、年金額の改定が行われた場合でも
改定されません。

国 民 年 金 情 報 ６/30
（木）

７/３
（日）

６/26
（日）

ベンチを寄贈された菊池ライオンズクラブの笠会長（右）
設置を喜ぶ市民（中央）

フィナーレは出演者と観客全員で大合唱。心を一つにして被災
地への思いを歌いました。

菊池北中学校３年生れーなさ
んは可愛らしい歌声を披露（左）
／同中学校国語教諭の富田先
生。れーなさんの応援に駆けつ
けました（右）

銃剣道個人女子の部で２連覇を達成した平川真衣さん

進藤久明さんによる弾き語り（左上）／GROWACTのダンス（左
下）／樋口了一さんの優しい歌声が会場を包みました（右）

　菊池ライオンズクラブ（笠　愛一郎会長）が、き
くちべんりカーの北宮団地入口停留所にベンチ１台
を設置し、本市へ寄贈されました。
　菊池ライオンズクラブは平成21年６月に、きく
ちべんりカーの停留所９カ所にベンチ10台を、ま
た平成 23年４月、停留所１カ所に１台を設置し、
本市へ寄贈されています。
　寄贈ありがとうございました。

　九州青少年銃剣道大会は、合志市総合体育館で開
催され、九州各県の中学生から24歳までの選手が
出場し、熱戦が繰り広げられました。
　本大会では銃剣道と短剣道の２種目が行われ、本
市からは泗水町出身の平川真衣さんが銃剣道個人女
子の部で出場しました。決勝戦では昨年と同じく福
岡県の大田選手との対戦となりましたが、これを退
け優勝。見事２連覇を達成しました。

　きくちふるさと水源交流館で、水源音楽祭が開催
されました。この音楽祭は、地域づくりの活動と東
日本大震災の被災地応援の願いを込めて企画された
イベントです。地元熊本で活躍するシンガーソング
ライターと子どもたちのダンスグループ、そしてプ
ロシンガーの樋口了一さんを迎え、ライブパフォー
マンスが披露されました。フィナーレでは出演者と
観客で「スタンドバイミー」と「ふるさと」を大合
唱。会場にいる全員が一つになり、被災地への思い
を響かせました。

べんりカー停留所用
ベンチが寄贈されました

第11回九州青少年銃剣
道大会個人戦女子で連覇

水源音楽祭2011 ～TO YOU（梅雨） LIVE～

田植えの準備を始める隈府小学校の児童たち

休憩中に田んぼを駆け回る花房小学校の児童たち

　花房小学校（松岡秀明校長）の５年生 18人が
24日、隈府小学校（原田和幸校長）の５年生 73
人が 28日、学校近くの水田でアジア・アフリカ支
援米の田植えを行いました。これは、食育と環境保
全およびアジア・アフリカの飢餓に苦しむ人たちの
支援として15年前から続けられているものです。
　両日とも炎天下での作業となりましたが、子ども
たちは元気いっぱいに作業を頑張りました。花房小
学校の松本啓

け い と

斗くんは、「面白かった。水が冷たく、

泥がにゅるっとして気持ち良かった」と話しました。
また、おばあちゃんの手伝いで田植えをしていると
いう隈府小学校の荒尾　優

ゆう

さんは、「ぬるっとする
泥は気持ち悪いけど、楽しかった」と笑いました。
　熊本県内では、本市内２箇所を含む８箇所で支援
米の作付けが行われており、国連世界食糧計画（Ｗ
ＦＰ）を通じてカンボジアに送られる予定です。

花房小学校と隈府小学校の５年生がアジア・アフリカ支援米を田植え
６/24（金）・28（火）
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